
《 最 近 の 講 演 会 》 

◇ 小児医学講座 ◇ 

第 67回 2017.3 

 「一般小児科医が知っておかなければならない発達 

障がいの知識と話題」  

大阪大学連合小児発達学研究科 教授 研究科長 

   谷池 雅子先生 

 

 「初めてのけいれん さあどうするか」 

聖隷浜松病院てんかんセンター  

センター長 榎 日出夫先生 

 

第 68回 2017.10 

「小児の救急医療と養育支援～事故の予防と虐待への 

対応～」 

兵庫県立尼崎総合医療センター 小児科科長 

毎原 敏郎先生 

 

「小児の外科的救急疾患-地域との連携について-」 

兵庫県立こども病院副院長 小児外科部長 

前田 貢作先生 

 

第 69回 2018.3 

「予防できている小児重症感染症とこれから」 

兵庫県立こども病院感染症内科科長 

笠井 正志先生 

 

「夜尿症診療ガイドライン 2016を活用した夜尿症解決法」 

兵庫医科大学小児科教授 

服部 益治先生 

 

 

◇ 特別講演 ◇ 

2016.7 

 「平井乃梅」ー神戸における小児医療の生い立ちから、 

明日を展望するー 

   神戸大学名誉教授 中村 肇 先生 

2017.7 

「患者と医療者が協働できる医療を目指して」 

  認定NPO法人ささえあい 

  医療人権センターCOML  理事長 山口 育子氏 

 

2018.8 

「自己炎症症候群の過去・現在・未来」 

兵庫県立尼崎総合医療センター長 

平家 俊男先生 

 

《 役 員 名 簿 》 (敬称略) 

名誉会長  末廣 文彦 神尾 守房 横山 純好 

  熊谷 直樹 

会   長  藤田 位 

副 会 長  河盛 重造  辰己 和人 渡辺 志伸 

        谷口 賢蔵 

理    事  小阪 嘉之  安部 治郎 八若 博司 

佐野 公彦  野間 大路 貫名 貞之 

 米谷 昌彦  寺田 春郎 田中 尚子 

折山 文子  桃田 哲也 中迫 博英 

橋本 直樹  梶山 瑞隆 中西 恭一  

特定理事  皆川 京子  野津 寛大 

監    事  森川 智子   多木 秀雄   

議    長  筒井  孟 

副 議 長  二宮 道人 

 

兵庫県小児科医会 

－入会のご案内－ 
 

 

            

 

会 長   熊 谷  直 樹 

 

〒651-8555 神戸市中央区磯上通６丁目1-11 

(兵庫県医師会内) 

TEL 078 (231) 4114  FAX 078 (231) 8111～3 

 

小児科医会のホームページはこちらから 

http://www.hyogo-pa.org/ 

年会費 

開業会員(年額)   20,000円 

勤務医会員(年額)  6.000円 

 

 

2018.8 



兵庫県小児科医会 

入会のおさそい 

昭和58年10月設立。（初代会長－石垣四郎 

名誉会長。源流は、昭和元年頃の隔月開催の 

「神戸雑誌会」。戦時中一時中断の後昭和２６年 

西宮市関小児科病院で日曜日月例で再開された。 

一方で昭和３0年頃吉馴信安博士ら設立のサロン 

的症例検討会「ベビークラブ」の流れも。 

（日本小児科医会は、昭和59年５月の設立。） 

以下に示します目的とそれに基づく多方面の活 

発な活動の輪に、小児科医として加わりませんか。 

保険診療や予防接種に関する最新の情報等を会報・ 

FAX・ホームページ(一般用・会員用)を通して、 

共有できます。先生方の入会をお待ちしています。 

 

兵庫県小児科医会会則(抜粋) 

(目 的) 

第３条 本会は、日本小児科学会兵庫県地方会と 

表裏一体となり、重ねて社団法人日本 

小児科医会兵庫県支部を兼ね、小児医学 

の研鑽、小児医療の向上、小児の健康と 

福祉の増強に寄与し、小児科医の当面す 

る諸問題の解決をはかり、併せて会員相 

互の親睦を深めることを目的とする。 

 

【 事 業 活 動 】(本会ホームページから) 

１．生涯教育 

◎ 小児医学講座の開催 年２回 

◎ 特別講演会の開催 

 

２．広報活動 

◎ 会報の発行 

◎ 会報への査読論文の掲載 

◎ ファックス網・メーリングリストによる医会情報の伝達 

◎ ホームページの運用  

３．感染症対策 

  ◎ 停電時のワクチン管理について 

  ◎ ワクチンで予防できる病気について 

一般向けリーフレット作成 

  ◎ 小児の外来内服抗菌薬処方内容に関する 

アンケート調査について 

４．小児保健対策 

◎放課後児童健全育成事業についての現状把握と 

問題点の検討 

◎ネット依存・ゲーム依存・メディア依存についての実態

調査の実施 

◎ 一般小児科での発達障害・児童虐待の診療につい

ての実態調査の実施 

◎乳幼児健診の現状についての改善点や新たな方策

の検討 

５．社会保険診療対策 

◎ 社会保険診療報酬に関する情報の収集と伝達 

◎ 社会保険診療報酬の改定要望事項の検討 

◎ 小児医療費助成制度の各自治体における実態の 

把握 

◎ 小児医療費助成制度の矛盾点の是正と更なる 

助成の要望 

◎ 日本小児科学会兵庫県地方会社保委員会との 

緊密な連携 

◎ 兵庫県医師会保険委員会との密接な連携 

６．勤務医 

◎ 県下病院小児科のメーリングリストの更新 

◎ 若手～中堅の勤務医などを対象とした勤務医の 

実態と問題点の調査 

◎ 上記の調査結果を検討し、改善策を提案 

７．救急対策 

◎ 県内各地の小児救急患者動向、救急体制の把握 

◎ 県医師会小児救急研修会への協力 

◎ 会員向け救急研修会の企画調査 

◎ 神戸市救急安心センター運営事業（＃７１１９）から

の救急患者の実状の把握 

８．ホームページの充実 

◎ 兵庫県小児科医会ホームページ（一般用、 

会員用）の内容についての検討 

   スマートフォンで見やすいページの編集 

◎ ホームページ内容の定期的更新 

◎ 会員用ホームページへの速やかな原稿掲載 

についての検討 

  ◎ 会員ページスマートフォン対応に変更 

  ◎ 地区医会メーリングリストの活用 

９．小児在宅医療 

◎ 第 5回小児在宅医療実技講習会共催 

◎ 第 3回小児在宅医療講習会 共催  

◎ 成人をみる在宅医向けの小児在宅講習会や 

講習会地域開催の検討 

◎ 非小児科医が行う小児在宅医療についての調査 

10．県下各地区小児科医会との連絡協議会の開催 

１１．その他 

   ◎ 兵庫県医師会との連携、協力 

 ◎ 日本小児科医会との連携、協力 

◎ 兵庫県小児医療協議会への参加_ 

 


